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会社概要 

本社ビル（新宿モノリス） 

商号     オリンパス株式会社 
代表者     代表取締役社長執行役員 笹 宏行 
設立       1919年 
連結売上高    8,046億円 （2016年3月期実績）  
       2017年3月期の見通し： 7,430億円  
株式上場   東京証券取引所 市場第一部 
      （証券コード：7733） 
連結従業員数  33,336人 （2016年3月末時点） 
連結子会社数  120社 （2016年3月末時点） 
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「オリンパスグループは 

生活者として社会と融合し、 

価値観を共有しながら 

事業を通して新しい価値を提案し、 

人々の健康と幸せな生活を実現していきます」 

世界の人々の健康・安心と心の豊かさの実現を通して社会に貢献する 

経営理念 

経営ビジョン 

経営理念・経営ビジョン 
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オリンパスを構成する事業セグメント 

4K外科手術用 
内視鏡システム 

軟性尿管内視鏡 

気管支ビデオスコープ 
(呼吸器内視鏡) 

前立腺肥大症・膀胱腫瘍 
治療用レゼクトスコープ・電極 

軟性咽頭内視鏡 マルチデブリッター
「DIEGO ELITE」 

リニアPCMレコーダー 
「LS-14」 
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* 

CSP=Corporate Strategic Plan * 
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内視鏡： 
 世界シェア70%以上 
 
処置具： 
 世界シェア約20％ 

イメージング(外科内視鏡)： 
 世界シェア20～25% 
 
エネルギーデバイス： 
 世界シェア18～20％ 

泌尿器科： 
 世界シェア約30% 
 
婦人科： 
 世界シェア約10％ 

咽喉科：世界シェア50～60% 
鼻科：   世界シェア10～15％ 
耳科：   世界シェア40～50％ 

（処置具） 
（エネルギー） 

“THUNDERBEAT” 
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① 

③ 

④ 

② 
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① 
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① 
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食道 

胃 

大腸 

小腸 

十二指腸 

消化器内視鏡が使われる主な部位 

上部消化管内視鏡 

大腸内視鏡 カプセル内視鏡 

十二指腸スコープ 

※実際のカプセル内視鏡にはロゴが入っておりません 
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① 
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拾い上げ 診断 生検・採取 内視鏡治療 内視鏡外科手術 外科手術 

 電子内視鏡 
 システム 

 拡大内視鏡 
 超音波内視鏡 

 生検鉗子／ 
 細胞診ブラシ 

内視鏡処置具  外科手術用 
 内視鏡システム 

 手術用エネルギー 
 デバイス 

*1: 画像提供：国立がんセンター東病院 

*1 

② 
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③ 
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写真提供：国立がんセンター東病院（薫風会 佐野病院） 佐野先生 

③ 
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世界最大の内視鏡修理センター（米国） 

④ 
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約80％が海外売上 

④ 
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④ 
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生物顕微鏡 

脳神経科学 再生医療 がん診断 がん病理診断 

（IPS細胞等） ライブセルイメージング 
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工業用内視鏡 工業用顕微鏡 飛行機エンジン検査 

半導体検査 

プラント検査 
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PEN E-P1 

PEN E-PL1 

OM-D E-M1 

OM-D E-M5 

OM-D E-M10 

 
OM-D E-M5 Mark Ⅱ 

OM-D E-M1 Mark Ⅱ 
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経営再建ステージ 持続的発展ステージ 

2016 経営基本計画「16CSP」の位置付け 
創立１００周年（2019年）の節目を越えて、持続的な発展を実現するための、足下固めと攻めの事業ポートフォリオの構築 

 

信頼回復・体制強化 
2016年 2019年（100周年） 

経営ビジョン 
 

世界の人々の健康・安心と心の豊かさの実現を通して社会に貢献する 

2012年 2021年 

（前中期経営計画） （新中期経営計画） 
中期ビジョン 
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経営目標 
 適切な健全性を確保した上で、事業収益性・事業成長性をバランス良く向上させることにより、 ROE 15％

（資本効率性）をコンスタントに実現し、5年間で収益（EPS）倍増 

資本効率性 ROE  15% 

健全性 自己資本比率 50% 

 適切な健全性を確保した上で、事業収益性・事業成長性をバランス良く向上させ、ROE 15％を長期的に維持 

事業成長性 EBITDA 2桁成長* 
 医療事業において市場成長率を上回る売上拡大を実現するとともに無駄の無い事業運営に努め、質を伴った成長を実現する 
 会計的要素（減価・のれん償却等）を除いた「儲ける力」の強化を図る 

事業収益性 営業利益率 15% 
 外科系3事業（GS、UG、ENT）の収益改善、科学事業の選択と集中、映像事業の確実な黒字確保により収益性を向上 
 製造原価低減に加え、開発効率の改善、間接業務の効率化等により販管費を削減し、収益性向上を図る 

 リスクに見合った適切な健全性の確保と適正な財務レバレッジコントロールの観点から、自己資本の充実を図る 

（2016年3月期実績 ：17%） 

（2016年3月期実績 ：13%） 

（2021年3月期目標水準：2,400億円） 

（2016年3月期実績 ：38%） 

（2016年3月期実績：1,416億円） 

（*）期間平均成長率 = CAGR 
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経営指標 

2021年3月期（イメージ） 2016年3月期（実績） 

売上高 11,000億円 CAGR  6% 8,046億円 

営業利益* 1,800億円 CAGR 11% 1,045億円 

フリーキャッシュフロー 2,500億円以上 5年間累計  △43億円 

EPS* 
(一株当たり当期純利益) 350円 －   183円 

 経営目標の達成により、2021年3月期には売上高は11,000億円、営業利益は1,800億円となる見通し 

＊国際会計基準（IFRS）適用後の数値 
※CAGR：期間平均成長率 
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【売上高CAGR:8％ / 営業利益CAGR:11％】  医療事業全体で8%の成長を持続 
 消化器内視鏡分野は市場成長率を上回る 

安定成長 
 外科分野は市場成長率を大きく上回る成長 
 営業利益率は3pt上昇の26%レベルを目標 

＊国際会計基準（IFRS）適用後の数値 
※CAGR：期間平均成長率 
 

6,089 

9,000 
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10,000

2016年3月期 2021年3月期 

売上高 営業利益 営業利益率 （億円） （利益率） 

売上高 9,000億 

営業利益 2,350億円 
（営業利益率 26%） 

2021年3月期 目標水準 
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売上高 1,300億 

営業利益 130億円 
（営業利益率 10%） 

 収益性改善の構造改革は実施済み 
 既存事業の選択的強化でオーガニック成長 

（右グラフ緑の部分） 
 商品・技術ポートフォリオの拡大で、 

上乗せを狙う 

（実績） （目標水準） 

2021年3月期 目標水準 
1,016 

1,300 

85  130  

8% 
10% 

0%
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20%

30%

0

500

1,000

1,500

2016年3月期 2021年3月期 

売上高 営業利益 営業利益率 

【売上高CAGR:5％ / 営業利益CAGR:9％】 

（億円） （利益率） 

＊国際会計基準（IFRS）適用後の数値 
※CAGR：期間平均成長率 
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売上高 550億円 

営業利益 20億円 
（営業利益率 4%）  

783 

550 

20  

4% 

0%

5%

10%

0

500

1,000

2016年3月期 2021年3月期 

（億円） 
売上高 営業利益 営業利益率 

その他 

デジタル 
一眼 

（実績） （目標水準） 

△21 

 市場規模に合わせてコンパクトカメラの 
売上規模を縮小 

 2016年3月期比で売上高CAGRが 
最大7%減少した場合でも営業利益率4% 
を確保できる事業構造を構築 

（利益率） 

2021年3月期 目標水準 

【売上高CAGR:△7％ 】 

＊国際会計基準（IFRS）適用後の数値 
※CAGR：期間平均成長率 
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(円) 

株価推移（2011年10月～2017年1月） 

 
2012年 

 
2011年 

 
2016年 

 
2013年 

 
2014年 

 
2015年 

期間中最高値：5,040円 
(2015/8/12) 

 

上場以来最高時価総額更新 
（約1兆7,000億円） 

最安値 
424円 

 
2017年 
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＜ 資本配分の基本方針 ＞ 
   

  １．安定した財務基盤確保のため、資本を増強 
  ２．医療事業を中心とした成長領域へ積極投資 
  ３．将来的に総還元性向30％を目安とし、段階的に増配 
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 本資料のうち、業績見通し等は、現在入手可能な情報による判断および仮定に基づいたものであり、判断や仮定に内在する不確定性およ
び今後の事業運営や内外の状況変化等による変動可能性に照らし、実際の業績等が目標と大きく異なる結果となる可能性があります。 

 また、これらの情報は、今後予告なしに変更されることがあります。従いまして、本情報及び資料の利用は、他の方法により入手された
情報とも照合確認し、利用者の判断によって行って下さいますようお願い致します。 

 本資料利用の結果生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いません。 
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【参考資料】ホームページお役立ち情報 
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